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特
集

「
そ
う
だ
、
宮
古
崎
へ
行
こ
う
。」

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
動
植
物
と
そ
れ
ら
を
育
む
雄
大
な
自
然
。
シ
マ

ウ
タ
や
大
島
紬
、
郷
土
料
理
な
ど
独
自
の
芸
能
文
化
を
有
す
る
奄
美
大
島
。

近
年
、奄
美
大
島
に
対
す
る
注
目
は
高
ま
り
、テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
他
に
も
、各
自
治
体
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
、個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ブ
ロ
グ
と
い
っ
た
媒
体
に
お
い
て
も
様
々
な
角
度
か
ら
奄
美
大
島
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

あ
や
ま
る
岬（
奄
美
市
笠
利
町
）、金
作
原
原
生
林（
奄
美
市
名
瀬
）、湯
湾
岳（
大
和
村・宇
検
村
）、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
（
奄
美
市
住
用
町
）、
ホ
ノ
ホ
シ
海
岸
（
瀬
戸
内
町
）、
い
ず
れ
も
奄
美
大
島
を

代
表
す
る
観
光
地
で
、
そ
の
雄
大
な
自
然
は
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。
こ
れ
ら
島
の
観

光
地
は
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
尽
く
さ
れ
た
か
の
様
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
貴

重
な
価
値
を
持
ち
な
が
ら
も
ほ
と
ん
ど
日
の
目
を
見
る
こ
と
の
な
い
場
所
が
あ
る
。

そ
ん
な
場
所
の
ひ
と
つ
が
大
和
村
の
宮
古
崎
だ
。ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
形
と
特
異
な
植
生
、様
々

な
海
洋
資
源
な
ど
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
な
が
ら
、
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
や
Ｐ
Ｒ
不
足
か
ら
メ
デ
ィ

ア
へ
の
露
出
は
極
め
て
少
な
い
。

今
回
、
広
報
誌
で
特
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
宮
古
崎
の
魅
力
を
知
っ
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
実
際
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。
き
っ
と
感
動
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
改

め
て
シ
マ
の
懐
の
深
さ
を
再
認
識
す
る
は
ず
だ
。

遊歩道には 200m 毎に案内
板が設置されていて心強い

宮古崎周辺の地図（数字は次ページ写真番号）

●最寄りの集落
　大和村国直（シャワー・トイレ・駐車場・喫茶店あり）
●宮古崎までの道のり
　国直集落から２km の遊歩道・徒歩 30 分・車両通行止
●宮古崎周辺の施設
　展望台あり、水道・トイレなし
●携行品
　笹が深いので長ズボン着用が良い
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宮
古
崎
は
奄
美
大
島
の
中
部
、
大
和
村
と

奄
美
市
と
の
境
に
位
置
し
、
嶺
が
東
シ
ナ
海

に
突
き
出
る
リ
ア
ス
式
海
岸
の
岬
だ
。

海
岸
線
は
荒
波
に
浸
食
さ
れ
た
断
崖
が
連

な
り
、
丘
陵
部
は
方
言
で
「
サ
サ
ン
ト
ウ
」

と
呼
ば
れ
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
チ
ク
の
草
原
が
広

が
る
（
ト
ウ
と
う
は
方
言
で
平
ら
な
丘
陵
部

を
意
味
す
る
）。

紺
碧
の
東
シ
ナ
海
と
濃
緑
の
笹
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
海
の
向
こ
う
に
視
線
を

向
け
る
と
、
武
運
崎
～
摺
子
崎
～
横
当
島
～

大
山
崎
～
浦
内
湾
の
眺
望
が
広
が
る
。

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
年
間
を
通
じ
て
潮
風

が
吹
く
風
衝
地
帯
の
た
め
、
周
辺
の
植
物
は

矮
小
化
し
て
自
生
。
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
や
タ
イ

ワ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
は
地
を
這
う
よ
う
に

群
落
を
形
成
し
、
春
に
は
純
白
や
深
紅
の
花

を
咲
き
散
ら
す
。
ま
た
、
岬
一
帯
の
優
占
種

で
あ
る
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
チ
ク
は
、
ス
ス
キ
や

チ
ガ
ヤ
等
と
比
べ
丈
夫
で
腐
食
し
に
く
い
こ

と
か
ら
、
茅
葺
き
屋
根
の
材
料
と
し
て
重
宝

さ
れ
村
内
外
に
刈
り
出
さ
れ
た
と
い
う
。

岬
の
周
辺
は
奇
岩
の
転
が
る
ヒ
ジ
ャ
（
海

岸
線
）
か
ら
静
穏
な
イ
ノ
ー
（
礁
池
）、
波
の

泡
立
つ
フ
カ
ミ
（
外
海
）
と
変
化
に
富
ん
だ

地
形
を
成
し
、
多
種
多
様
な
生
物
が
生
息
す

る
海
域
が
広
が
る
。

宮
古
崎
一
帯
は
こ
の
様
な
貴
重
で
特
色
あ

る
景
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
49

年
に
奄
美
群
島
国
定
公
園
第
２
種
特
別
地
域

と
し
て
指
定
を
受
け
、
現
在
も
引
き
続
き
保

護
さ
れ
て
い
る
。

宮
古
崎
周
辺
の
漁
場
は
豊
か
で
、
ヒ
ジ
ャ

（
海
岸
線
）
で
は
主
に
女
性
達
が
ア
オ
サ
等
の

海
草
や
ト
コ
ブ
シ
な
ど
貝
類
を
採
取
す
る
他
、

イ
ノ
ー
（
礁
池
）
で
は
サ
ザ
エ
や
ウ
ニ
、
タ

コ
、
小
魚
、
イ
セ
エ
ビ
な
ど
、
潮
が
引
く
と

様
々
な
獲
物
を
容
易
に
獲
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
フ
カ
ミ
（
外
海
）
で
は
漁
師
達
が
ブ

ダ
イ
や
ス
ジ
ア
ラ
等
の
高
級
魚
を
素
潜
り
で

突
き
、
周
辺
に
点
在
す
る
ソ
ネ
（
魚
礁
）
で

は
一
本
釣
り
で
ホ
タ
類
の
根
魚
を
狙
う
。
人
々

は
季
節
と
目
的
に
あ
わ
せ
漁
を
営
み
、
自
然

か
ら
の
恵
み
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
宮
古
崎
は
漁
民
達
の
漁
場
の
み
な

ら
ず
、
老
若
男
女
、
幅
広
い
住
民
が
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
一
大
行
楽
地
で
も
あ
っ

た
。昭

和
50
年
代
の
大
和
小
中
学
校
の
遠
足
と

い
え
ば
中
学
生
が
宮
古
崎
、
小
学
生
は
崎
ノ

浜
（
途
中
の
海
岸
）
に
行
く
の
が
定
番
だ
っ

た
（
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
崖
を
よ

じ
登
る
よ
う
な
行
程
だ
っ
た
と
聞
く
と
身
の

す
く
む
思
い
だ
）。
子
ど
も
た
ち
は
笹
の
斜
面

を
段
ボ
ー
ル
に
乗
っ
て
滑
り
降
り
る
「
草
ス

キ
ー
」
が
楽
し
み
で
、
小
学
生
の
頃
は
宮
古

崎
ま
で
行
け
る
中
学
生
が
羨
ま
し
か
っ
た
の

は
懐
か
し
い
思
い
出
だ
。

村
は
貴
重
な
景
観
を
有
す
る
宮
古
崎
を
行

楽
地
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
、
昭
和
52
年
に

駐
車
場
や
遊
歩
道
、
休
憩
所
、
ト
イ
レ
、
防

護
柵
を
設
置
し
海
浜
公
園
と
し
て
整
備
。
旧

名
瀬
市
か
ら
比
較
的
近
い
こ
と
等
か
ら
、
宮

古
崎
は
遠
足
や
釣
り
客
、
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
に

よ
る
海
中
鑑
賞
な
ど
村
内
外
か
ら
多
く
の
人

で
賑
わ
っ
た
。

奄
美
群
島
国
定
公
園
・
宮
古
崎①ウティルミズ（落ちる水）と呼ばれる沢が海に流れ落ちる場所。同様の地名は島内各地に見られるがどこも周辺は

好漁場だ。　②エラブチ（ブダイ）の仲間は夜になると静穏域の岩礁の割れ目やテーブルサンゴの下で寝る。中には
体を粘膜で覆って寝る種類もある。　③ワキノス（脇ノ瀬）と呼ばれる離れ瀬だが現在はコンクリートで陸地とつな
がる。工事を施工した業者にちなんで「ダイワの桟橋」と呼ぶ者も多い。　④ヤトゥーと呼ばれる櫛状に連なるリー
フの割れ目。昼間でも薄暗く、小魚や根魚、イセエビなど甲殻類の住処となる。　⑤東シナ海にデン崎、摺子崎、武
運崎と岬が重なり、天気が良ければ十島村の横当島も眺望できる。　⑥トホ（シマダコ）はアデクと呼ばれる決まっ
た穴を住処とする。獲ってもしばらくすると別のタコが住み着くのでアデクは漁師の財産だ（夜間の睡眠中は白く変
色する）。　⑦宮古崎遊歩道の起点となる国直集落。海岸線には白い砂浜が広がり夏場は海水浴場として賑わう。

③②①

④ ⑤

⑥ ⑦
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特
集
「
そ
う
だ
、
宮
古
崎
へ
行
こ
う
。」

　
宮
古
崎
を
真
っ
赤
に
染
め
ろ
！

第
２
回
宮
古
崎
つ
つ
じ
ウ
ォ
ー
ク
（
同
実
行
委
員

会
主
催
・
大
山
綱
治
委
員
長
）
が
３
月
20
日
に
開
催

さ
れ
、
国
直
～
宮
古
崎
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ツ
ツ

ジ
の
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、
村
内
外
か
ら

約
80
名
が
参
加
。
国
直
公
民
館
を
出
発
し
、
片
道
２

km
の
宮
古
崎
を
目
指
し
た
。
参
加
者
は
急
勾
配
の
階

段
に
音
を
上
げ
な
が
ら
も
、
尾
根
か
ら
見
え
る
浦
内

湾
の
絶
景
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
た
。

現
地
で
は
あ
ら
か
じ
め
実
行
委
員
会
が
掘
っ
た
穴

に
タ
イ
ワ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
苗
木
１
０
０
本
を
植

樹
。
肥
料
と
水
を
や
り
、
植
樹
者
の
銘
板
を
設
置
し

た
後
、
記
念
に
全
員
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
た
。

宮
古
崎
に
自
生
す
る
ツ
ツ
ジ
は
タ
イ
ワ
ン
ヤ
マ
ツ

ツ
ジ
の
変
異
種
で
、
そ
の
厳
し
い
自
然
条
件
か
ら
著

し
く
矮
小
化
。
葉
は
丸
み
を
お
び
て
小
さ
く
、
花
は

鮮
や
か
な
紅
色
で
群
れ
る
よ
う
に
一
斉
に
開
花
す

る
。
愛
好
家
や
地
元
の
人
た
ち
は
他
の
タ
イ
ワ
ン
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
と
は
区
別
し
て
、「
宮
古
崎
ツ
ツ
ジ
」
と

呼
ぶ
。
開
花
時
期
に
対
岸
か
ら
宮
古
崎
を
望
む
と
、

岬
全
体
が
花
弁
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
と
い
う
。

薩
摩
藩
士
、
名
越
左
源
太
の
記
し
た
幕
末
の
奄
美

大
島
民
俗
史
「
南
島
雑
話
」
に
よ
る
と
「
国
直
村
よ

り
根
瀬
部
村
の
方
半
道
計
り
の
所
へ
都
崎
と
い
へ
る

あ
り
。（
中
略
）
此
都み
や
こ
ざ
き崎
躑つ
つ
じ躅
の
名
所
数
多
き
上
に

紅
色
他
と
異
な
れ
り
。」
と
記
載
さ
れ
、
宮
古
崎
が

古
く
か
ら
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
読
み
と
れ
る
。
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昭
和
52
年
以
降
、
岬
の
公
園
整
備
と
時
期

を
同
じ
く
し
て
ツ
ツ
ジ
の
姿
が
徐
々
に
消
え

始
め
た
。

道
路
整
備
と
折
か
ら
の
ツ
ツ
ジ
ブ
ー
ム
に

よ
り
、
心
な
い
人
た
ち
が
山
に
分
け
入
り
ツ

ツ
ジ
を
株
ご
と
持
ち
去
っ
て
行
っ
た
の
だ
。

自
生
の
ツ
ツ
ジ
は
絶
滅
状
態
と
な
り
、
山
に

は
無
惨
な
盗
掘
跡
の
穴
だ
け
が
残
っ
た
。

あ
れ
か
ら
数
十
年
・
・
・

「
人
の
手
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
自
然
は
、
人

の
手
に
よ
っ
て
再
生
で
き
る
」
を
合
い
言
葉

に
、
国
直
青
壮
年
団
を
中
心
と
す
る
有
志
に

よ
っ
て
宮
古
崎
ツ
ツ
ジ
を
復
活
さ
せ
る
活
動

が
始
ま
っ
た
。
園
芸
作
業
に
は
不
慣
れ
な
者

の
集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
数
年
間
試
行
錯
誤

を
重
ね
た
後
、
つ
い
に
苗
木
の
定
量
育
成
に

成
功
。
平
成
22
年
に
は
植
樹
と
併
せ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
の
開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
。

前
記
の
と
お
り
大
会
は
今
年
も
開
催
さ
れ
、

来
年
以
降
の
植
樹
用
に
準
備
し
た
苗
木
も
元

気
に
成
長
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
会
の
活
動

は
着
実
に
歩
み
つ
つ
あ
る
。

残
念
な
が
ら
初
年
に
植
樹
し
た
苗
木
が
盗

掘
の
被
害
を
受
け
て
い
た
が
、
会
の
メ
ン
バ
ー

は
嘆
く
こ
と
は
な
い
。「
先
の
長
い
活
動
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
10
本
盗
ま
れ
た
ら
20
本
植

え
れ
ば
い
い
」
と
笑
い
飛
ば
す
。

強
い
信
念
を
持
ち
な
が
ら
も
、
気
負
う
こ

と
な
く
自
ら
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う
と
す
る

彼
ら
の
姿
勢
は
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
。

い
つ
の
日
か
宮
古
崎
が
ツ
ツ
ジ
の
花
で

真
っ
赤
に
染
ま
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

ツツジの花で真っ赤に染まる宮古崎（イメージ図）と宮古崎つつじウォークの参加者達
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特
集
「
そ
う
だ
、
宮
古
崎
へ
行
こ
う
。」

　
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
宮
古
崎

奄
美
大
島
の
中
で
、
東
シ
ナ
海
に
面
し
た

地
域
を
「
ア
ラ
バ
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

北
西
方
向
か
ら
吹
く
冬
場
の
季
節
風
が
厳
し

く
、
海
岸
線
に
荒
波
が
打
ち
つ
け
る
か
ら
だ
。

大
和
村
の
集
落
は
全
て
東
シ
ナ
海
側
の
海

岸
線
に
点
在
し
、
他
の
ア
ラ
バ
同
様
に
冬
は

季
節
風
に
曝
さ
れ
海
は
荒
れ
狂
う
。

し
か
し
、
海
路
を
閉
ざ
さ
れ
出
漁
さ
え
ま

ま
な
ら
な
い
村
西
部
の
ア
ラ
バ
と
比
べ
、
宮

古
崎
に
面
す
る
浦
内
湾
は
若
干
事
情
が
異
な

る
。
湾
頭
の
集
落
は
か
ろ
う
じ
て
静
穏
に
保

た
れ
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は
海
産
物
を
得
る

こ
と
も
で
き
る
。
理
由
は
湾
の
入
り
口
に
横

た
わ
る
宮
古
崎
が
防
波
堤
と
な
っ
て
波
を
遮

る
か
ら
だ
。

古
の
時
代
、
自
給
自
足
で
暮
ら
す
先
人
達

に
と
っ
て
集
落
を
守
り
、
豊
か
な
恵
み
を
も

た
ら
す
宮
古
崎
の
存
在
は
大
き
く
、
感
謝
の

念
を
持
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

「
畏
敬
」
と
「
感
謝
」。
自
然
と
向
き
合
う
時
、

常
に
立
ち
戻
る
言
葉
だ
。

島
を
離
れ
て
暮
ら
し
故
郷
に
思
い
を
は
せ

る
時
、
海
沿
い
の
集
落
で
育
っ
た
私
達
大
和

村
民
の
脳
裡
に
浮
か
ぶ
の
は
、
海
岸
線
の
風

景
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
金
久
ト
ゥ
ル
ス
岩
や
戸
円
テ
ブ
ラ
岩
、

今
里
立
神
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
思
う
と
多
く
の

人
が
望
郷
の
念
に
駆
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
浦
内
の
人
々
に

と
っ
て
宮
古
崎
は
故
郷
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り

誇
り
で
あ
り
続
け
る
。

①

②

③ ④

①周辺には植林されたリュウ
キュウマツの林が広がる
②漁場に向かう漁船から撮影
した宮古崎の日の出
③アーチ状のトンネルが外海
に通じる離れ瀬の海底
④草原には人間に踏み固めら
れて出来た小道が縦横に走る

大和浜から宮古崎を望む
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宮
古
崎
の
名
前
の
由
来
は
、岬
に
本
土
（
都
）

の
人
を
埋
葬
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
説
が

あ
り
、
古
文
書
に
「
都
崎
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
現
在
の
土
地
の
登
記
地
目
が

墓
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
宮
古
崎
→
都

人
の
墓
地
」
説
は
あ
る
程
度
信
頼
で
き
る
。

「
大
和
浜
は
遣
唐
使
の
中
継
基
地
と
し
て
大

和
人
（
本
土
人
）
が
多
く
滞
在
し
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
付
い
た
」
と
い
う
言
い
伝
え
や
、

島
内
各
地
に
残
る
平
家
落
人
伝
説
と
関
連
し

て
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
と
、
島
外
と
の
交
易

や
文
化
の
交
流
な
ど
古
の
ロ
マ
ン
に
思
い
が

は
せ
る
。

ま
た
、
島
の
人
々
は
海
の
彼
方
に
「
ネ
リ

ヤ
カ
ナ
ヤ
」
と
う
い
神
々
の
住
む
楽
園
が
あ

り
、
海
を
越
え
て
島
に
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら

す
と
信
じ
て
き
た
。

宮
古
崎
に
立
つ
と
、
正
に
ネ
リ
ヤ
カ
ナ
ヤ

か
ら
訪
れ
た
神
が
降
り
立
つ
特
別
な
場
所
の

様
な
感
覚
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
（
似
た
よ

う
な
感
覚
は
湯
湾
岳
頂
上
で
も
あ
る
）。

３
３
０
度
海
に
囲
ま
れ
た
空
間
と
、
う
ね

る
大
地
は
、
波
や
風
、
都
人
の
霊
に
よ
っ
て

周
囲
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
気
を
集
め
る
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
（
霊
的
な
）
場
所
に
思
え
て
な

ら
な
い
。

ぜ
ひ
、
宮
古
崎
を
訪
れ
、
笹
の
草
原
に
立

ち
周
辺
か
ら
沸
き
立
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

て
ほ
し
い
。

も
し
か
し
た
ら
あ
な
た
を
勇
気
づ
け
る
パ

ワ
ー
（
元
気
の
源
）
を
貰
う
こ
と
が
出
来
る

か
も
し
れ
な
い
。

宮古崎の先端から浦内湾を望む
7
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が
ん
ば
ろ
う
日
本
！

３
月
11
日
、
宮
城
県
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
地
震
が
発

生
し
、
東
北
、
関
東
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し

て
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
発
生
か
ら
１
カ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
多
く
の
方
が
避
難

所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
避
難
の
長
期
化
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
際
に
は
全
国
各
地
か
ら
本
村
へ
温
か
い
お
言
葉
と

共
に
義
援
金
や
支
援
物
資
が
続
々
と
届
け
ら
れ
、
復
旧
へ
の
道
の
り
を
確
か
な
も

の
と
し
た
次
第
で
す
。

被
災
地
で
は
人
的
支
援
、
生
活
物
資
、
義
援
金
な
ど
様
々
な
形
で
の
支
援
を
必

要
と
し
て
お
り
、
次
は
私
達
が
被
災
地
へ
勇
気
を
送
る
番
で
す
。

大
和
村
で
は
村
当
局
を
初
め
、
各
集
落
、
議
会
、
職
員
、
個
人
か
ら
お
預
か
り

し
た
義
援
金
３
，
５
５
２
，
７
８
７
円
を
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
を
通
じ

て
被
災
地
へ
届
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
「
大
和
」
つ
な
が
り
で
交
流
の
あ
る

宮
城
県
大
和
町
へ
５
８
０
，
０
０
０
円
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
被
災
地
の
情
報
収
集
に
努
め
、
可
能
な
限
り
の
支
援
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
お
、
引
き
続
き
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
募
金
箱
を
設
置
し
義
援
金
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
は
ひ
と
つ
。
豪
雨
災
害
時
で
学
ん
だ
「
結
い
」
の
心
で
大
和
村
か
ら
被
災

地
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

大
和
村
長　

伊
集
院　

幼　
　
　

「
今
私
達
が
出
来
る
こ
と
を
し
ょ
う
。
」

大和村がお預かりした義援金

　国直集落　　   50,000 円
　湯湾釜集落　　57,000 円
　津名久集落　　93,064 円
　思勝集落　　　60,000 円
　大和浜集落　　68,425 円
　大棚集落　　  304,831 円
　大金久集落　　35,151 円
　戸円集落　　  270,000 円
　名音集落　　  127,500 円
　志戸勘集落　　14,000 円
　今里集落　　  100,000 円
　民生委員　　　10,000 円
　役場募金箱　　48,816 円
　役場職員　　  314,000 円
　大和村議会　　80,000 円
　大和村　　   2,500,000 円
　合計　　　   4,132,787 円

なお、上記以外にも多くの団体や個人が
直接募金を行っています。
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村
内
五
つ
の
中
学
校
（
戸
円
中
学
校
は
休

校
中
）
を
統
合
し
て
新
設
さ
れ
る
「
大

和
村
立
大
和
中
学
校
」
の
開
校
を
４
月
に
控

え
、
２
月
21
日
の
戸
円
校
を
皮
切
り
に
各
中

学
校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ
た
。

大
和
村
の
中
学
校
制
度
は
、
昭
和
23
年
に

大
和
中
学
校
を
設
立
。
大
棚
、
戸
円
、
名
音
、

今
里
を
そ
れ
ぞ
れ
分
校
と
し
て
設
置
し
発
足

し
た
。

閉
校
式
に
は
学
校
や
村
関
係
者
の
他
、
卒

業
生
や
歴
代
の
校
長
や
教
職
員
、
地
域
住
民

ら
多
く
が
駆
け
つ
け
消
え
ゆ
く
母
校
に
別
れ

を
告
げ
た
。

会
場
に
は
学
校
の
歴
史
を
振
り
返
る
写
真

や
資
料
が
展
示
さ
れ
、
参
加
者
は
感
慨
深
げ

に
見
入
っ
て
い
た
。

式
は
村
長
告
辞
の
後
、
教
育
長
、
村
議
会

議
長
、
学
校
長
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
今
里

校
で
は
生
徒
代
表
の
宮
田
希
美
さ
ん
が
別
れ

の
言
葉
で
、「
さ
よ
な
ら
今
里
中
学
校
。
思
い

出
の
中
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
る
と
会

場
か
ら
す
す
り
泣
く
声
が
聞
こ
え
る
場
面
も
。

最
後
は
全
員
で
高
ら
か
に
校
歌
を
合
唱
し
式

を
閉
じ
た
。

地
域
の
人
々
は
、
統
合
に
よ
る
生
徒
数
の

増
加
や
専
門
教
員
の
配
置
な
ど
生
徒
の
教
育

環
境
の
向
上
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、「
子
ど

も
の
声
が
少
な
く
な
る
の
は
寂
し
く
、
運
動

会
な
ど
の
学
校
行
事
に
不
安
も
あ
る
」
と
の

声
も
聞
か
れ
た
。

各
学
校
は
小
学
単
独
校
と
な
り
児
童
数
や

教
職
員
数
も
減
少
す
る
が
、
地
域
の
人
々
が

今
ま
で
以
上
に
学
校
を
盛
り
上
げ
、
希
望
の

灯
火
を
燃
や
し
続
け
て
ほ
し
い
。

「
さ
よ
う
な
ら
私
の
母
校
。
思
い
出
の
中
で
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。」

中
学
校
閉
校
式

大和中学校 大棚中学校 戸円中学校

名音中学校 今里中学校

9
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神
奈
川
大
和
市
で
タ
ン
カ
ン
祭

伊
集
院
村
長
を
隊
長
と
す
る
販
売
部
隊
が

２
月
18 

・
19
日
の
二
日
間
、
神
奈
川
県

大
和
市
に
タ
ン
カ
ン
を
持
ち
込
み
宣
伝
・
販

売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
共
販
の
み
に
頼

ら
な
い
独
自
の
販
売
ル
ー
ト
を
確
保
し
よ
う

と
村
長
自
ら
出
向
い
た
も
の
で
、
村
議
会
議

員
ら
７
名
も
所
管
事
務
の
一
環
と
し
て
同
行
。

大
和
市
は
神
奈
川
県
の
中
央
部
に
位

置
す
る
人
口
22
万
人
の
大
都
市
で
、
都

心
や
横
浜
市
に
近
く
交
通
の
利
便
性
も

良
い
こ
と
か
ら
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

栄
え
る「
巨
大
市
場
」。
大
和
村
と
は「
大

和
」
つ
な
が
り
で
交
流
が
続
く
。

18
日
に
は
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、

ロ
ビ
ー
で
市
民
や
職
員
に
タ
ン
カ
ン
を

振
る
舞
っ
た
。
初
め
て
口
に
す
る
人
も

多
か
っ
た
が
「
甘
く
て
美
味
し
い
」
と

好
評
を
博
し
た
。

翌
19
日
に
は
数
万
人
の
人
出
で
賑
わ

う
大
和
駅
前
の
古
民
具
骨
董
市
に
あ
わ

せ
「
た
ん
か
ん
祭
」
を
開
催
。

梅
畑
茂
和
議
員
に
よ
る
島
唄
演
奏
や

大
和
村
の
写
真
を
パ
ネ
ル
展
示
す
る
な

ど
、
タ
ン
カ
ン
の
み
な
ら
ず
大
和
村
の

魅
力
を
紹
介
。
多
く
の
人
が
足
を
止
め

て
見
学
、
試
食
し
タ
ン
カ
ン
を
購
入
し

て
い
っ
た
。

販
売
４
時
間
で
持
ち
込
ん
だ
２
ト
ン
の
タ

ン
カ
ン
を
完
売
。
さ
ら
に
は
翌
日
か
ら
役
場

に
注
文
や
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
殺
到
し
た

と
の
こ
と
で
、
参
加
者
全
員
が
今
回
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
手
応
え
を
感
じ
た
。

ま
た
、
伊
集
院
村
長
も
大
木
哲
大
和
市
長

と
、
今
後
も
自
治
体
間
で
継
続
的
な
人
・
物

の
交
流
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
、
固
い
握
手

を
交
わ
し
た
。

桜
咲
く
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
を
散
策

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
一
帯
で
１
月
30

日
、「
第
９
回
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」（
大
和
村
、
村
教
育
委
員
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
４
０
０
人

が
参
加
。
満
開
間
近
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
並
木

を
眺
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

開
会
式
で
は
大
会
実
行
委
員
長
の
伊
集
院

村
長
が
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
自
然

を
堪
能
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
歩
い
て
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
管
理
棟
前
を
起

終
点
に
、
４
km
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

と
６
km
の
桜
並
木
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ

午
前
10
時
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の
さ
え
ず
り
の

中
を
散
策
し
な
が
ら
、
鮮
や
か
な
ピ
ン

ク
色
の
桜
の
下
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
デ

ジ
カ
メ
や
携
帯
電
話
で
撮
影
す
る
姿
も

見
ら
れ
た
。

ま
た
、
給
水
ポ
イ
ン
ト
で
は
温
か
い

お
茶
や
黒
糖
な
ど
の
お
菓
子
が
用
意
さ

れ
、
参
加
者
同
士
談
笑
し
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
た
。

会
場
で
は
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

や
地
元
農
家
の
新
鮮
な
農
産
物
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
お
楽
し
み

抽
選
会
や
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
の
昼
食
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
は
陽
春
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ

リ
ス
を
満
喫
し
た
。

年
々
参
加
者
が
増
え
盛
り
上
が
る
同

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
、
奄
美
大
島
に
春
を

告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

ぜ
ひ
、
来
年
参
加
し
て
み
て
は
。

旬
の
タ
ン
カ
ン
を
Ｐ
Ｒ

ま
ほ
ろ
ば
ウ
ォ
ー
ク
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
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む
っ
ち
も
～
れ
フ
ェ
ス
タ
賑
わ
う

農
林
水
産
物
か
ら
日
用
品
ま
で
幅
広
い
商

品
を
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
形
式
で
販
売

す
る
「
第
３
回
む
っ
ち
も
～
れ
フ
ェ
ス
タ
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
・
重
照
代
会
長
）
が
２
月

27
日
に
大
和
村
体
育
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

旬
の
タ
ン
カ
ン
を
メ
イ
ン
に
と
れ
た
て
野

菜
が
並
べ
ら
れ
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
で

賑
わ
っ
た
。

陳
列
棚
に
は
市
場
よ
り
安
価
で
持
ち
込
ま

れ
た
タ
ン
カ
ン
を
初
め
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
等
の
葉
物
野
菜
や
切
り
干
し

大
根
、
生
シ
イ
タ
ケ
、
野
菜
苗
、
花
卉
類
、

観
葉
植
物
、
ボ
カ
シ
肥
料
さ
ら
に
は
ア
オ
サ

や
マ
ガ
キ
ガ
イ
と
い
っ
た
海
産
物
が
並
べ
ら

れ
、
中
に
は
早
々
と
完
売
し
た
ブ
ー
ス
も
あ
っ

た
。会

場
で
は
コ
ー
ヒ
ー
や
「
国
直
な
ん
だ
ー

ぎ
ー
（
黒
糖
ド
ー
ナ
ッ
ツ
）」、
大
学
芋
、
ヤ

キ
ソ
バ
等
も
販
売
さ
れ
、
購
入
し
た
人
た
ち

は
休
憩
コ
ー
ナ
ー
で
味
を
楽
し
み
な
が
ら
く

つ
ろ
い
だ
様
子
だ
っ
た
。

同
フ
ェ
ス
タ
は
人
や
物
の
交
流
で
村
を
活

性
化
し
よ
う
と
昨
年
６
月
か
ら
定
期
的
に
開

催
し
今
回
が
３
回
目
。
重
会
長
に
よ
る
と
、

次
回
は
ス
モ
モ
の
収
穫
に
併
せ
て
５
月
末
か

６
月
に
開
催
予
定
と
の
こ
と
。

市
場
の
名
前
と
な
っ
た
「
む
っ
ち
も
～
れ
」

と
は「
持
っ
て
行
き
な
さ
い
」の
意
味
と「
持
っ

て
来
な
さ
い
」
の
意
味
を
あ
わ
せ
持
つ
方
言

だ
。
市
場
で
商
品
を
購
入
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
お
店
を
出
店
し
て
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
み

る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。

奄
美
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
整
備

鹿
児
島
県
が
大
棚
・
大
金
久
の
県
道
（
主

要
地
方
道
名
瀬
瀬
戸
内
線
）
沿
い
に
整

備
を
進
め
る
公
園
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。

公
園
は
旧
県
道
敷
を
活
用
し
た
も
の
で
、

い
ず
れ
も
東
シ
ナ
海
が
眺
望
で
き
る
敷
地
に

太
陽
光
発
電
に
よ
る
照
明
や
、
ベ
ン
チ
、
テ
ー

ブ
ル
、
東
屋
等
の
休
憩
施
設
を
整
備
し
た
。

集
落
か
ら
近
く
景
観
も
良
い
の
で
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
地
元
住
民
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
。

鹿
児
島
県
は
奄
美
大
島
西
海
岸
を
「
奄
美

サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
と
位
置
付
け
観
光
地

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
国
道
58
号
線
の
反

対
側
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
裏
奄
美

3

3

3

」

的
な
東
シ
ナ
海
沿
岸
だ
が
、
夕
日
を
活
用
し

一
体
的
な
整
備
を
進
め
る
。

村
も
連
動
し
て
大
棚
の
公
園
近
く
に
観
光

案
内
板
を
設
置
し
た
ほ
か
、
大
棚
壮
年
団
が

植
栽
を
整
備
す
る
な
ど
県
と
一
体
と
な
っ
た

観
光
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
毛
陣
地
区
に
隣
接
す
る
旧
果
樹
選

果
場
は
農
林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
施
設
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
（
名
称
：
大
和
ま
ほ

ろ
ば
館
）。
人
や
物
の
流
れ
が
東
シ
ナ
海
側
や

フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
に
向
か
え
ば
観
光
と
農

林
水
産
業
の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

タ
ン
カ
ン
と
新
鮮
野
菜
が
大
人
気

夕
日
の
見
え
る
公
園
が
完
成

主要地方道名瀬瀬戸内線・大棚地区

主要地方道名瀬瀬戸内線・大金久地区
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森
山
茂
知
さ
ん
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

村
内
の
児
童
生
徒
１
５
７
名
全
員
に
一
人

当
た
り
１
，
０
０
０
円
の
図
書
カ
ー
ド

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
２
月
９
日
に
役
場
村

長
室
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

図
書
カ
ー
ド
の
送
り
主
は
、
本
村
今
里
出

身
で
国
分
電
機
株
式
会
社
会
長
の
森
山
茂
知

さ
ん
（
国
直
在
住
・
76
歳
）。

森
山
会
長
は
１
月
に
行
わ
れ
た
大
和

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
の
講
師
と
し
て
招

か
れ
講
演
を
行
っ
た
際
、「
親
子
読
書
の

充
実
に
つ
い
て
」
と
い
う
今
里
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
発
表
を
聞
い
た
こ
と
か
ら
読
書
カ
ー

ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
思
い
立
っ
た
と
い

う
。会

長
は
、「
私
が
小
さ
い
頃
は
周
り
に

本
が
少
な
く
と
に
か
く
活
字
に
飢
え
て

い
た
。
今
は
本
が
溢
れ
て
い
る
の
に
読

書
離
れ
が
進
ん
で
い
る
の
で
は
」
と
指

摘
す
る
と
と
も
に
、「
現
代
は
メ
ー
ル
な

ど
短
文
の
情
報
が
飛
び
交
う
が
、
読
書

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
豊
か
な
想
像
力

を
身
に
つ
け
表
現
力
を
高
め
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。
恐
ら
く
ご
本
人
が
ビ
ジ
ネ
ス

の
世
界
で
常
に
感
じ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
。

生
徒
を
代
表
し
て
贈
呈
を
受
け
た
中

あ
か
り
さ
ん
（
大
和
中
・
２
年
）
は
「
問
題

集
や
副
読
本
を
買
う
な
ど
大
事
に
使
い
た
い
」

と
話
し
た
。

折
か
ら
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
は
「
読
め
ば
、

あ
な
た
の
『
知
層
』
に
な
る
。」
と
の
コ
ピ
ー

が
頻
繁
に
放
送
さ
れ
て
い
る
。
森
山
会
長
の

願
い
の
と
お
り
、
若
い
う
ち
に
１
冊
で
も
多

く
本
を
読
ん
で
知
識
の
層
を
積
み
重
ね
て
ほ

し
い
。

損
保
協
会
が
消
防
自
動
車
を
寄
贈

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
（
鈴
木
久

仁
会
長
）
か
ら
大
和
村
消
防
団
（
伊
村

光
志
団
長
）
へ
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防

自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
、
１
月
24
日
に
大
和
村

中
央
公
民
館
に
お
い
て
寄
贈
式
が
行
わ
れ
た
。

同
協
会
は
全
国
各
地
の
防
災
力
強
化
を
図

る
た
め
60
年
前
か
ら
消
防
自
動
車
の
寄
贈
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
全
国
28
自
治

体
に
寄
贈
し
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で

に
奄
美
群
島
内
の
自
治
体
へ
12
台
の
消

防
車
両
を
寄
贈
し
て
い
る
。

寄
贈
式
で
は
伊
集
院
村
長
が
「
集
落

内
に
狭
い
道
路
が
多
い
村
の
交
通
事
情

を
考
え
る
と
、
機
動
力
の
あ
る
軽
消
防

自
動
車
の
配
備
は
大
変
有
効
で
あ
り
が

た
い
。
心
温
ま
る
配
慮
に
感
謝
し
ま
す
。」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

車
両
は
伊
村
団
長
に
よ
り
「
国
直
号
」

と
命
名
さ
れ
、
大
和
村
消
防
団
第
１
分

団
（
国
直
・
湯
湾
釜
）
へ
配
備
が
決
定

し
た
。

寄
贈
式
終
了
後
に
は
第
１
分
団
に
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
車
両
の
動
力
ポ
ン
プ
を

使
用
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
実
演
。

公
民
館
前
に
放
水
ア
ー
チ
が
架
か
っ
た
。

車
両
配
備
の
決
ま
っ
た
第
１
分
団
の
浜
井

副
分
団
長
に
よ
る
と
「
新
型
の
ポ
ン
プ
に
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
機
能
が
備
わ
り
心
強
い
。

操
作
方
法
を
熟
知
し
、
訓
練
を
重
ね
て
大
事

に
使
用
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

平
成
20
年
以
降
火
災
の
な
い
本
村
だ
が
、

消
防
団
員
は
寄
贈
資
機
材
を
十
分
に
活
用
し
、

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て

ほ
し
い
。

読
書
で
豊
か
な
想
像
力
を

小
型
ポ
ン
プ
車
で
防
災
力
を
強
化
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昨
年
10
月
20
日
の
豪
雨
災
害
被
災
者
へ
全
国
各
地

か
ら
温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
と
多
数
の
支
援
物
資

や
義
援
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
末
日
現
在
、
65
件
の
支
援
物
資
と
４
３
５
件
、

２
３
，
７
９
６
，
７
６
７
円
の
義
援
金
を
お
預
か
り

し
て
お
り
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き

次
の
と
お
り
被
災
者
及
び
自
主
防
災
組
織
等
に
配
分

す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
義
援

金
と
し
て
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
広
報
誌
に
お
い
て
ご
報
告
し
た

以
降
に
義
援
金
を
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
を
下
記

の
と
お
り
掲
載
い
た
し
ま
す
。

■
全
半
壊
世
帯

　

16
件　

４
６
５
万
円

■
床
上
浸
水
世
帯

　

14
件　

２
８
０
万
円

■
床
下
浸
水
世
帯

　

１
０
８
世
帯　

３
２
４
万
円

自
主
防
災
組
織

　

11
組
織　

３
７
５
万
円

■
被
災
事
業
所

　

８
事
業
所　

１
６
０
万
円

■
東
日
本
大
震
災

　

２
カ
所　

２
５
０
万
円　

　

ご
芳
名
（
敬
称
略
）

ご
住
所

ご
芳
名
（
敬
称
略
）

ご
住
所

ご
芳
名
（
敬
称
略
）

ご
住
所

島
津
　
悦
子

東
京
都

津
島
　
由
紀
子

和
歌
山
県

大
和
村
区
長
会

大
和
村

武
田
　
直
行

東
京
都

寺
本
　
孝

兵
庫
県

中
山
　
隆
史

藤
代
　
國
忠

東
京
都

穂
積
　
信
夫

広
島
県

玉
井
　
初
男

奥
田
　
忠
義

神
奈
川
県

森
　
ヒ
チ
ヱ

香
川
県

玉
井
　
勝

花
田
　
悦
孝

千
葉
県

宮
本
　
聡
子

福
岡
県

名
橋
　
典
子

市
原
市
町
会
長
連
合
会

千
葉
県

坂
田
史
帆
里

長
崎
県

古
賀
　
尚
子

佐
藤
　
祐
介

埼
玉
県

株
式
会
社
地
域
科
学
研
究
所

大
分
県

栄
　
リ
サ

根
岸
　
攝
子

群
馬
県

得
丸
　
義
晃

大
分
県

大
國
　
や
す
よ

大
瀧
　
黎
子

群
馬
県

鹿
児
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

鹿
児
島
市

下
松
　
ト
シ
エ

佐
藤
　
達
哉

福
井
県

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部

鹿
児
島
市

下
松
　
正
吾

野
村
　
修
平

新
潟
県

鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

鹿
児
島
市

下
松
　
孝
太

酒
巻
　
裕
一

新
潟
県

中
園
　
梅
義

鹿
児
島
市

岩
下
　
り
か

堀
田
　
俊
男

愛
知
県

学
校
法
人
鹿
児
島
敬
愛
学
園
聖
亜
幼
稚
園

指
宿
市

天
野
　
玉
雄

岩
松
　
芳
文

愛
知
県

牛
根
麓
簡
易
郵
便
局

垂
水
市

天
野
　
代
津
江

晟
心
塾
愛
知
総
本
部

愛
知
県

吉
元
　
正
博

鹿
屋
市

天
野
　
奈
緒
也

村
山
　
成
俊

三
重
県

鹿
児
島
県
薬
剤
師
会
奄
美
支
部

奄
美
市

天
野
　
梓

坂
口
　
純
子

大
阪
府

㈶
奄
美
広
域
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

奄
美
市

渡
辺
　
由
美
子

堀
川
　
喜
伃

大
阪
府

向
井
　
章

奄
美
市

東
　
喜
美
子

亀
澤
　
め
ぐ
み

京
都
府

瀬
戸
内
町
共
同
募
金
支
会

瀬
戸
内
町

南
林
　
秀
和

木
村
　
隆
志

京
都
府

大
和
村
赤
十
字
奉
仕
団

大
和
村

青
木
　
瑞
穂

渡
邉
　
洋
之

京
都
府

河
内
　
淑
恵

大
和
村

水
野
　
恭
子

藤
原
　
国
子

奈
良
県

今
里
区
長
会

大
和
村

九
之
池
　
佑
紀

阿
部
　
ひ
ろ
み

奈
良
県

戸
円
集
落

大
和
村

藤
川
　
亜
由
美

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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タ
ラ
ソ
利
用
料
を
半
額
助
成
し
ま
す

　
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
は
、
生
活
習
慣
病
の
改

善
や
健
康
づ
く
り
に
大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
下
記
条
件
で
タ
ラ
ソ
利
用
料
を
助
成

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

■
対
象
者　

大
和
村
在
住
の
40
歳
以
上
の
方

（
先
着
30
名
様
・
但
し
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

22
年
度
半
額
助
成
を
利
用
し
て
い
な
い
方
を

優
先
し
ま
す
）

■
利
用
期
間　

平
成
23
年
6
月
か
ら
平
成
24

年
３
月

■
利
用
頻
度　

利
用
期
間
中
、
週
１
回
以
上

継
続
す
る
意
思
の
あ
る
方

■
交
通
手
段　

自
家
用
車
ま
た
は
タ
ラ
ソ
専

用
バ
ス
（
第
１
・
３
・
４
木
曜
と
第
２
日
曜
に

運
行
・
無
料
）

■
利
用
施
設　

タ
ラ
ソ
奄
美
の
竜
宮

■
助
成
金
額　

タ
ラ
ソ
奄
美
の
竜
宮
で
規
定

さ
れ
て
い
る
月
会
員
ま
た
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
会

員
利
用
料
の
半
額
を
助
成
し
ま
す

■
申
し
込
み
締
切　

5
月
12
日
（
木
）

大
和
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で　

℡
（
０
９
９
７
）
５
７
―
２
２
１
８

市
場
代
行
便
運
行
中
！

　
農
産
物
を
農
家
に
代
わ
っ
て
市
場
へ
出
荷

　
大
和
村
で
は
農
産
物
の
出
荷
作
業
の
軽
減

と
小
口
出
荷
に
よ
る
総
量
拡
大
の
た
め
、
名

瀬
中
央
青
果
へ
の
市
場
代
行
便
（
共
同
集
出

荷
）
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
生
産
量
が
少
な
い
等
の
理
由

た
め
に
無
人
販
売
所
や
自
家
消
費
に
し
て
い

た
商
品
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
市
場
代

行
便
を
ご
利
用
下
さ
い
。

キ
ャ
ベ
ツ
１
個
か
ら
お
預
か
り
い
た
し
ま
す

の
で
、
少
量
の
野
菜
で
も
遠
慮
せ
ず
に
出
荷

し
て
く
だ
さ
い
。

　

集
出
荷
日
は
東
部
地
区
（
国
直
～
大
和
浜
）

が
火
曜
日
と
金
曜
日
、
西
部
地
区
（
大
棚
か

ら
今
里
）
が
木
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
公
民
館
に
時
刻
表
を
掲
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
出
発
時
間
を
確
認
の
う
え
、
各
集

落
公
民
館
へ
お
持
ち
下
さ
い
。

　

搬
送
者
が
あ
な
た
に
変
わ
っ
て
市
場
へ
出

荷
い
た
し
ま
す
。

福
元
で  

  

使
え
ま
す

　

本
村
の
福
元
地
区
は
ほ
ぼ
全
域
が
携
帯
電

話
の
不
感
地
域
で
、
農
家
を
初
め
多
く
の
利

用
者
が
不
便
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
切
実
な
要
望
を
受
け
、
村
と
し
て

も
最
重
要
懸
案
と
し
て
要
望
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
こ
の
程
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
よ
り
深
山

塔
地
区
に
携
帯
電
話
の
基
地
局
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

通
話
エ
リ
ア
は
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
全
域

と
村
道
マ
テ
リ
ヤ
線
、
戸
円
福
元
線
、
福
元

湯
湾
線
の
ほ
ぼ
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
。

　

バ
ン
ガ
ロ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に

訪
れ
る
利
用
客
に
大
変
好
評
で
、
農
家
の
み

な
さ
ん
も
「
こ
れ
で
不
安
な
く
農
作
業
に
専

念
で
き
る
」
と
安
心
し
た
様
子
。

　

不
感
地
域
の
解
消
に
よ
り
、
フ
ォ
レ
ス
ト

ポ
リ
ス
利
用
者
の
増
加
と
農
家
の
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
、
福
元
地
区
の
経
済
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

鹿
児
島
県
広
報
協
会
（
会
長
伊
東
祐
一
郎

知
事
）
主
催
に
よ
る
鹿
児
島
県
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
・
広
報
誌
部
門
に
お
い
て
、
本
村
の
「
広

報
や
ま
と
」
が
入
選
の
栄
を
賜
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
た
い
栄
誉
を
村
民
の
み
な
さ
ま
に

ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
広

報
活
動
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
や
ま
と
は
、
分
か
り
や
す
く
村
の
動

き
を
紹
介
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
内
容
を

一
部
変
更
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
か
ら
の
一
方
的
な
告
知
に
留
ま
ら
ず
、

双
方
向
に
情
報
を
発
信
す
る
紙
面
作
り
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

村
政
へ
の
要
望
や
広
報
誌
へ
の
意
見
、
今

後
特
集
し
て
ほ
し
い
記
事
な
ど
皆
様
の
お
便

り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
紙
面
に
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
を
ご
記

入
の
う
え
紙
面
末
尾
に
記
載
し
た
住
所
（
ア

ド
レ
ス
）
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
村
民
と
会
話
す
る
広
報
誌
つ

く
り
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

集荷場

市場代行
中央青果行

市場代行便　時刻表

名瀬中央青果 各集落公民館
集荷所行き先

毎週火曜日

6:45 思　勝
6:30 大和浜

7:00 津名久
7:15 湯湾釡
7:30 国　直

8:00 中央青果

毎週木曜日

6:10 志戸勘
6:00 今　里

6:25 名　音
6:40 戸　円

6:40 大　棚
7:00 大金久

8:00 中央青果

小口出荷大歓迎！
キャベツ 1個からお預かりいたします
問い合わせ先
大和村役場産業振興課

te l:0997-57-2111
fax:0997-57-2161
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ご
結
婚
お
め
で
と
う

永
島　

明
広
さ
ん
（
大
棚
）

松
島
美
津
子
さ
ん
（
奄
美
市
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

森　
　

更さ
ら
さ紗
さ
ん
（
保
護
者
・
森
亮
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

関　
　

實
時
様
（
93
歳
）

安
積　

光
子
様
（
86
歳
）

郁
島　

チ
ヨ
様
（
93
歳
）

松
村　

純
二
様
（
65
歳
）

徳　
　

ハ
ル
様
（
87
歳
）

井
ノ
上
儀
親
様
（
83
歳
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

平　
　

幸
子
様
（
故
関
實
時
様
）

安
積　

秀
二
様
（
故
安
積
光
子
様
）

郁
島　

敏
則
様
（
故
郁
島
チ
ヨ
様
）

徳　
　

恒
二
様
（
故
徳
ハ
ル
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

奥
田　

義
光
様
（
千
葉
県
）

岩
田　

政
江
様
（
神
奈
川
県
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
田　

淳
子
様
（
東
京
都
）

川
畑　

五
二
様
（
愛
知
県
）

奥
田　

忠
義
様
（
神
奈
川
県
）

こせきの窓

人口	 1,764人（△ 24）
男	 834人（△ 10）
女	 930人（△ 14）
世帯	 900戸（△ 1）

３月１日現在
（前年同月比）

満
１
歳
お
め
で
と
う

久
保
勇
真
さ
ん

保
護
者
・
久
保
の
ぶ
み
さ
ん
（
津
名
久
）

　

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
泣
き
出
し
て
し
ま
っ

た
が
、
お
姉
さ
ん
が
上
手
に
あ
や
す
と
満
面

の
笑
顔
に
。
ひ
な
た
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な

ゆ
う
ま
君
で
す
。

島島
のの

vol.03

い
き
む
ん

　 

マ
ン
デ
ィ

今
月
の
い
き
む
ん

　
繁
殖
期
の
ア
マ
ミ
イ
シ
カ
ワ
ガ

エ
ル
。
「
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
」
と
カ

エ
ル
の
鳴
き
声
ら
し
か
ら
ぬ
、

か
わ
い
ら
し
い
声
が
夜
の
渓
流

に
響
い
て
い
ま
す
。
オ
ス
は
岩

の
隙
間
か
ら
メ
ス
を
呼
び
、
そ

の
穴
の
中
で
産
卵
し
ま
す
。
ま

た
、
近
く
で
は
卵
と
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
も
観
察
で
き
た
の
で
、
一

夜
で
さ
ま
ざ
ま
な
成
長
段
階
の

ア
マ
ミ
イ
シ
カ
ワ
ガ
エ
ル
を
観
察

で
き
ま
し
た
。

アマミイシカワガエル

　希
少
な
野
生
生
物
を
盗
掘
（
採
）
す
る
行
為
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
奄
美
に
は
世
界
中
で
も
こ
こ
に
し

か
い
な
い
希
少
な
野
生
生
物
が
多
く
生
育
・
生
息
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
の
愛
好
家
や
販
売
目
的

等
に
よ
っ
て
盗
掘
（
採
）
さ
れ
、
多
く
の
野
生
生
物

が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
！

コゴメキノエランの盗掘（採）

　大
和
村
自
然
保
護
推
進
員
の
主
な
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

盗
掘
（
採
）
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
残
念
な

こ
と
に
盗
堀
（
採
）
さ
れ
た
形
跡
を
た
び
た
び
確

認
し
て
い
ま
す
。

　大
和
村
で
は
、「
野
生
生
物
保
護
条
例
」
を
施
行

し
、
保
護
区
で
あ
る
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
内

で
の
野
生
生
物
の
捕
獲
、
採
取
・
採
集
は
一
切
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
区
内
に
限
ら
ず
、

村
内
全
域
で
希
少
野
生
生
物
の
捕
獲
、
採
取
・
採

集
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
さ
ら
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、盗
掘（
採
）

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
奄
美
の
宝
が
後
世
ま
で
引

き
継
が
れ
る
よ
う
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

盗掘（採）後　2010/04/18 盗掘（採）前　2009/12/27

コゴメキノエラン

絶滅危惧種ⅠA類、国内希少野生動植物種に指定さ
れ採取等は禁止。奄美大島が北限のラン科植物。

自
然
保
護
推
進
員

15
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彩
り
紬
ぐ
花
・
シ
ャ
リ
ン
バ
イ

シ
ャ
リ
ン
バ
イ
は
バ
ラ
科
の
常
緑
低
木
。

本
州
か
ら
四
国
、
九
州
、
台
湾
ま
で
分
布
す
る
。

奄
美
大
島
で
は
海
岸
崖
地
か
ら
奥
山
ま
で
い

た
る
所
で
自
生
し
て
お
り
、
庭
木
や
垣
根
、

街
路
樹
と
し
て
身
の
回
り
で
も
目
に
す
る
。

枝
や
葉
の
配
列
が
車
輪
の
車
軸
よ
う
に
広

が
り
、
花
が
梅
の
花
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
と
聞
く
が
、
奄
美
大
島
で
は

方
言
名
の
「
テ
ー
チ
ギ
」
が
一
般
的
だ
。

テ
ー
チ
ギ
は
大
島
紬
の
染
料
と
し
て
紬
の

生
産
に
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

タ
ン
ニ
ン
を
多
く
含
む
テ
ー
チ
ギ
の
煎
じ
汁

と
、
鉄
分
を
含
む
島
の
土
で
何
度
も
染
め
る

い
わ
ゆ
る
「
泥
染
め
」
と
呼
ば
れ
る
工
程
に

よ
っ
て
大
島
紬
は
味
わ
い
深
く
、
島
の
風
土

を
象
徴
す
る
色
に
仕
上
が
る
。

テ
ー
チ
ギ
の
中
で
も
大
和
村
な
ど
北
風
の

強
い
地
域
に
自
生
す
る
木
々
は
成
長
が
遅
く
、

煮
詰
め
る
と
一
層
濃
い
色
に
染
ま
る
た
め
重

宝
さ
れ
た
と
い
う
。
子
ど
も
の
頃
、
父
の
後

を
追
っ
て
テ
ー
チ
ギ
切
り
に
行
っ
た
の
が
懐

か
し
い
。

一
時
期
大
量
に
伐
採
さ
れ
資
源
の
枯
渇
が

心
配
さ
れ
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
旺
盛
な
繁

殖
力
と
農
政
機
関
の
造
林
に
よ
り
、
現
在
も

森
の
下
層
林
と
し
て
繁
茂
し
て
い
る
。

昔
の
人
は
紫
色
の
実
を
蒸
し
テ
ー
チ
ウ
バ

ン
（
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
飯
）
と
し
て
食
し
た
と

い
う
が
、
今
で
は
そ
の
実
を
口
に
し
て
も
あ

ま
り
美
味
し
い
と
は
思
わ
な
い
の
は
味
覚
の

変
化
だ
ろ
う
か
。
少
し
寂
し
く
も
あ
る
。

冬
の
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
せ
い
か
、
今
年

は
木
々
の
開
花
が
一
段
と
鮮
や
か
だ
。

農
家
が
「
こ
れ
ほ
ど
満
開
の
開
花
は
記
憶

に
な
い
」
と
言
う
ほ
ど
咲
き
乱
れ
た
ス
モ
モ

に
続
き
、
シ
ャ
マ
ギ
（
エ
ゴ
ノ
キ
）
や
ト
ゥ

ベ
ラ
ギ
（
ト
ベ
ラ
）、
テ
ー
チ
ギ
と
次
々
と
白

い
花
が
咲
き
誇
る
。

若
葉
が
芽
吹
き
は
じ
め
る
と
緑
の
グ
ラ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
美
し
い
照
葉
樹
の
山
々

だ
が
、
今
年
は
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
白
い
花
が

ア
ク
セ
ン
ト
を
添
え
る
。

通
り
慣
れ
た
路
上
で
も
期
せ
ず
し
て
美
し

い
花
と
芳
香
で
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
多

い
。
大
島
紬
の
原
料
と
し
て
の
用
途
は
少
な

く
な
っ
た
が
、
今
も
な
お
人
々
の
暮
ら
し
の

側
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

テ
ー
チ
ギ
の
花
が
咲
く
と
奄
美
は
い
よ
い

よ
春
本
番
を
迎
え
る
。

vol.03

い
き
む
ん

　 

マ
ン
デ
ィ

今
月
の
い
き
む
ん

　
繁
殖
期
の
ア
マ
ミ
イ
シ
カ
ワ
ガ

エ
ル
。
「
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
」
と
カ

エ
ル
の
鳴
き
声
ら
し
か
ら
ぬ
、

か
わ
い
ら
し
い
声
が
夜
の
渓
流

に
響
い
て
い
ま
す
。
オ
ス
は
岩

の
隙
間
か
ら
メ
ス
を
呼
び
、
そ

の
穴
の
中
で
産
卵
し
ま
す
。
ま

た
、
近
く
で
は
卵
と
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
も
観
察
で
き
た
の
で
、
一

夜
で
さ
ま
ざ
ま
な
成
長
段
階
の

ア
マ
ミ
イ
シ
カ
ワ
ガ
エ
ル
を
観
察

で
き
ま
し
た
。

アマミイシカワガエル

　希
少
な
野
生
生
物
を
盗
掘
（
採
）
す
る
行
為
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
奄
美
に
は
世
界
中
で
も
こ
こ
に
し

か
い
な
い
希
少
な
野
生
生
物
が
多
く
生
育
・
生
息
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
の
愛
好
家
や
販
売
目
的

等
に
よ
っ
て
盗
掘
（
採
）
さ
れ
、
多
く
の
野
生
生
物

が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
！

コゴメキノエランの盗掘（採）

　大
和
村
自
然
保
護
推
進
員
の
主
な
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

盗
掘
（
採
）
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
残
念
な

こ
と
に
盗
堀
（
採
）
さ
れ
た
形
跡
を
た
び
た
び
確

認
し
て
い
ま
す
。

　大
和
村
で
は
、「
野
生
生
物
保
護
条
例
」
を
施
行

し
、
保
護
区
で
あ
る
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
内

で
の
野
生
生
物
の
捕
獲
、
採
取
・
採
集
は
一
切
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
区
内
に
限
ら
ず
、

村
内
全
域
で
希
少
野
生
生
物
の
捕
獲
、
採
取
・
採

集
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
さ
ら
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、盗
掘（
採
）

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
奄
美
の
宝
が
後
世
ま
で
引

き
継
が
れ
る
よ
う
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

盗掘（採）後　2010/04/18 盗掘（採）前　2009/12/27

コゴメキノエラン

絶滅危惧種ⅠA類、国内希少野生動植物種に指定さ
れ採取等は禁止。奄美大島が北限のラン科植物。

自
然
保
護
推
進
員
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